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各地からの基調報告

和歌山県日高から

濱 一巳さん

こんにちは、久し

ぶりですね。僕もだ

いぶ頭が薄くなって

きて、白くなってきま

した。皆さんの元

気なお顔を見てホッ

としています。

皆さんが日高へ来てくれなくなって、もう１２

年ですか。志賀政憲町長さんが今３期目、頑

張ってくれています。あの町長さんが当選して

くれてから皆さんとは疎遠になってしまって、

今も相変わらず運動靴を履いて、上は仕事上

背広を着たりネクタイを締めたりしていますが、

白いスニーカーをマジックで黒く塗って革靴に

見せかけて走ります。しかも、公用車を使わ

ずにバイクで走っている。そういう性格の町長

さんです。それまでは、日高で運動せないか

んのに日高は何しとるんやと言う形で、皆さん

に押されるような形で原発反対運動をしてきま

した。ある時は想像以上にばく進するような形

で進んだときもありました。大阪の方、京阪

神、和歌山の方たちに押される形で、運動っ

てどんなにしたらええんや、ビラってどんなに

書いたらええんやという形で教えられてきたと

思います。

久保さんの話を聞いていますと、その当時

のことをずっと思い出すんですけども、半分以

上忘れてきています。苦しかったときのことは

もう大分、忘れてきています。今はもう、頭

の中からは、「原発」、あのころはよく言わ

れました「事前調査」、そういうものが頭の

中からはもう消えてしまってね。その時に賛成

・反対と分かれて、漁業組合でもそうだった

んですが、町全体でもそうだったんですけど

も、何かもの言うと賛成と反対とで意見があわ

ずに、今はね、それがなくなったんですよ。

あの頃反対派と賛成派という中でバンバンやり

おうた仲でも、そんなもんこっち置いといて話

ができるようになった。年月かかってましたで

すけどね。酒を飲んだ席では、「あのとき、

こんなことがあってなあ」という話がポッと出

ます。出ますけど、「もう、浜、あれも時効

やしな」という。その当時は悪名高くてね。

なかなか外も歩きにくかったですけど。推進

派の方からね、「あれはもう時効にしたる」

と言われてね。そういうこともあったんですよ。

その当時は、皆さんにも迷惑かけました。

「原発に反対していて、原発こなかったら、こ

んな過疎の中でどうしていくねん。原発こんか

ったら道もでけへんぞ。道路広してほしかって

もでけへんぞ。」よくまあ、推進派の方から

言われましたけど。今の町長さんになって、

まあ一回、日高町へ来てみてください。だん

だん、だんだん、道も広くなっていきます。

ほんど、触れ合いセンターという立派なもの

をつくりまして、日高町の志賀地区ですけど。

そこを通って海へ出てくる、日高町の主幹道

路ですけど。ほとんど二車線になってきてます。

広いところではもう歩道もついています。海の

方へ出てみたら、港もできています。うちも立

派な港を作っていただきました。港からズーッ

と、地元では湾岸道路と言っているんですけ

ど、道路も大型の観光バスが来たら対向する

こともできんような道やったんが、その道もだ

んだん広くなってきています。湯浅町、広川

町、由良町、日高町、美浜町、御坊市が寄っ

て道路を広くしようと、高速道路が山の中ズー

ッと御坊市まで行っているんです。だから、置

いてけぼりに会うかわからんということで、ド

ライブコースとしてこの道を広くしようというこ

とで市町村長会議が決めているんです。何も、

原発が来んかっても、今の町長さんが頑張っ

て、今の道路を広くしようということで一生懸

命やってくれています。うちの隣の小杭という
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村でボーリングして、冷泉ですけどね、温泉

を掘ったんです。温泉館という「満潮の湯」

という名前が付いていますけどそこへ二階建て

ですか、建物として総工費約６億ぐらいかかっ

ていると思いますが、立派な温泉館ができて

います。ボーリングを掘るんだけでも、役場

の職員の人に聞いたら、１億５～６千万円かか

りましたと言うてます。通りがかりの人もちょっ

と寄って帰ろうという形で、こんなとこ人が住

んでんのかというぐらいの村が、今は人で、

人で、土日とかになったら、８００～９００人、

こないだの連休には１千百何人、うちの前の道

路で片側駐車して、ズーッと風呂があくのを

待っているんですよ。そんなして風呂へ入って

帰っていく。だいたい１時間ほどで入れ替わっ

ていきますけどね。皆が訪れてくれる村にな

りました。町長さんが大事にしている触れ合い、

温泉にでも入って人と人とが肌をふれあって、

そんな変な感じじゃなしに。そないしてたら、

何かわだかまりものうなってきて、裸のつきあ

いしてたらな、悪いとこが腹の中に残らん。そ

ういうつきあいしていかんだら、賛成・反対い

うて別れていたやつが一つにならんと言うこと

です。最初はね、わりと温泉というのは田舎

の人、ちょっと敬遠してたんです。町の方の

人たちは抵抗なしにどんどん利用してくれたん

ですね。日高町の人たちが利用してくれなん

だんですね。「今日は寒かったから」言うて、

方杭まで、うちまできてくれるんですよ。そな

いして、うちとことの温泉もかなり有名になっ

てきて、町長さんのやっていること見てたら、

もう原発の事前調査と言うことがだんだん、だ

んだん、遠のいていって、日高町の町をみん

なが足を運んでくれるリゾートの町にしようと

いう考えがあるんじゃないかなと思います。自

分が温泉館の周囲に空き缶やゴミがこぼれて

いたら拾ってくれたりね。満杯になった駐車場

の交通整理やってくれています、町長さんが

ね。「町長さん、そんなん若いもんがやった

らええのに」と言うと「若いもんは仕事をして

くれたらええんで、僕がしてたらええんです

よ」と。体操帽かぶってきてね、スニーカー

履いてきてね、交通整理して、「いらっしゃい

ませ、有り難うございました」言うてね、町長

さんがそんなんですよ。そんな姿を見てたら

ね、「ああ、一生懸命やってくれているな

あ」と思います。

あれから、僕らも一生懸命に反対運動やっ

たのが１４年、おやじから受け継いで１４年です

か。仕事もほって、もう、一生懸命に原発反

対運動をやりまして、こういう風な形になって

しまいました。その間、遊んだ分を一生懸命

働かな言うて、私は漁師をやってますんで、

一生懸命釣りで働きました。その頃ですかね、

太刀魚がよく釣れましてね、太刀魚釣りを一

生懸命やって、７、８年間ようけ水揚げさせて

もらいました。１４年間遊んだ分を取り返したぐ

らい、何もかも忘れて一生懸命働きました。

その間に、だんだん、だんだん、町民の頭の

中から原発事前調査というもんを忘れていって、

「もう、浜、あんな話は時効や」とか、「も

うこれでええんや」と。「あんな東海村のＪＣ

Ｏ事故とか、若狭の方で事故あったり、あん

なん見てたらなあ、やっぱり、お前らの考え

が正しかったんや」と。「温泉館ができて、

日高町はこれでええんや」という風な話もしに

来てくれます。うちへもこの頃、立ち寄ってく

れて、一杯飲みながら話をするんですけど、

「これで日高町よかったんや」と向こうの方か

らしてくれるようになりました。日高町の方は

そんな風になってます。そんでもねえ、若狭

の方から、美浜や各地からこられると言うこと

で、かかえておられるかた達がどういう気持ち

で過ごされているのかなということをお聞かせ

願えたらという気持ちで今日は出席させてもら

いました。また、時間があれば、日高の土地

を訪れてみて下さい。
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「あなたは何の電気が好きですか？」
大阪 富美枝

闘いが終わった後の和歌山日高と三重芦浜。日高には久保さん達と一度行ったこと

があります。あのとき泳いだ海が放射能で侵される可能性はゼロとは言えないまでもそれに

近いものになったのかな。芦浜の南島町は酪農も盛んなところだ。「命を大切に思う気持ち

がお金に勝った。」正直そう思います。

福井を含めた北陸は、インフラの整備・持ち家率が高く住みやすさがトップクラスだそうで

す。それって原発で稼いだおかげ？違うんですって！原発を誘致しなかった地域では観光や

地場産業がうまく行ってるけど、原発を誘致した地域では余りうまくいってないんですって。だ

から、「毒を食らわば･･･」なんてことになるらしいって。知ってた？

私たちが原子力の電気にノーを言わない限り、ことはいつのまにか運ばれてしまう。過激な

ことを忘れてしまった今の日本人にもいろいろできることはあると思うのですが････

そうそう忘れちゃいけない。この一連の反対運動で議員さんが２人も生まれたことを。他力

本願ではなく自力本願の実証だね。こういう運動をみんなで応援しようよ。

お金より命を大切に生きていこうよ。

三重県芦浜から

大石琢照さん

芦浜の近くから来

ました。去年の２月

に、もうすぐ１年にな

るんですが、三重県

知事が「白紙」とい

うことで一応は止まっている状況なんですけど

も。この１０年をふり返って、どうやって芦浜が

止まったのか、止めたのか、それから、今の

現地の状況ということなんですけども。あまり、

話することがないんですよね。ただ、３８年か

かったわけです。３８年いろんなことがありま

した。何年か前にも、この場で署名のお願い

をした記憶もありますし、この１０年をふり返っ

て考えてみますと、その前からもそうですけど

も、芦浜原発に関してはいいのか悪いのか判

りませんけども、かなり圧力をかけて止めたと

いうふうに思います。たとえば、表現は悪い

けれども暴力であったりとか、あるいは、警

察の忠告を無視するようなというと、要するに

刑務所へ入れられるような行動であったりとか、

要所要所でそういうことがあったということは

確かであります。もちろん、そういうことがよ

いのか悪いのか判りませんけども、そのおか

げで、要するに環境影響調査とかそういった

ものを阻止することができた。で、そのなか

の一つとして署名があったと思います。署名

は、もちろん民主的な集め方をしましたし、重

複のないようにチェックもしましたし、そういう

こともやって集めさせてもらったわけですけど

も。８１万の署名というのは三重県の有権者は

１４１万人ですので、三重県の過半数です。１６

才から１９才までの未成年も三重県民の過半数

を集めましたし、芦浜から30km圏内の過半数

の市町村から過半数というか８０％以上集めて

ますし、南島町内でも９０数％もの署名を集め

てます。この署名というのも、ものすごい圧力、

行政に対する、それから県議会とかそういう選

挙で上へあがらなあかんようなそういう人らに

対する圧力やったと思います。そのあと知事

が「３年間考えさせてくれ」ということで、３年
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間が過ぎて、その間、東海村でああいう事故

があったということもあって、「今推進なんて

いうことは絶対言えないなあ」ということも聞

こえてきましたんで、おそらく知事の発表は

「休止期間をもう少し伸ばしたい」つまり「も

うちょっと考えたい」と言うか、もう「白紙」

と言うか、どちらかに違いないということは判

ってました。去年の２月２２日に知事が「白

紙」と言いましたが、そうなったら、南島町は

どうなったんかというと、その前日ぐらいから

知事が白紙と言いそうだということは判ってた

んです。ただ、いつも我々は騙されてますん

で、行政とか、あるいは電力会社とかがいつ

も騙すもんで、どうせ騙されるだろうと皆が思

ってたんです。マスコミの情報なんかもかなり

いい加減な情報があったりして、その気にな

るといつもがっかりするんで。今回ばかりはそ

の気にはならずに行こうということで、皆で県

議会を傍聴したわけです。そうしたら、白紙に

すべきだということになって。で、南島町とし

てはその翌日かその翌日、原発をもうずっと

頑張ってきた、たとえば生まれたときに芦浜計

画が浮上して、そして自分が２０代の後半ぐら

いになってからやっと頑張りだしたという人た

ちが結構いるわけですけども、そういう人たち

が「次は何したらええんやろ」と言うわけです

よね。「もうせんでもええやろ。もうええぞ、

しばらくせんでもええぞ」と、こういうふうに言

っとったんですけども。確かに、芦浜原発は

かなり終わりに近づいとるとは思うんですけど

も、まだまだ完全に終わったとは我々は認識

してないんです。というのは、昭和３８年の終

わりから３９年にかけて芦浜計画が出て、それ

から数年後に当時の知事は「白紙や」といっ

たんですね。「凍結」という表現をしたんで

すけども、それから何年か後に、１０数年たっ

てからまた解凍されたわけです。そういうこと

があるんで、まだまだ、つまり、土地は中部

電力のものですし、それから、いろんな推進

派はまだ動いてますし、電力のいわゆる「工

作員」と僕らが呼んでいる人らは現地へちょろ

ちょろ入ってますし、それから、まだまだ終わ

ってはいないなというふうには思とるんです。

どっかでは「もう終わったかな」と思とるんで

すけどね。そういうふうに「まだまだ」と言い

続けとらんと不安なんですね。終わったとなる

とだらけるんです。だから、完全に、もうちょ

っとしたものでも、つぶしてしまわんといかん

と思ってますんで。だから、まだまだ頑張って

いくつもりです。

それから、現地では、たとえば、都市部で

はもうちょっと高尚な言い合いをするじゃない

ですか。都市部の人たちは。たとえば、エネ

ルギーがどうとか、こうとか、お話するじゃな

いですか。我々はそういうことはあまりしない

んです。ややこしいことは覚えたくないもんで

ね。いつも言うのは、都会の人らというのは、

結構いろいろなことで、頭の良い人らも結構お

るし、頑張ってくれとるわけですけども、現地

は現地で腕力のあるやつとか一杯おるわけで

すわ。役割分担だと僕は思っているわけです

けども。だから、よく、学校の先生とか、大学

の教授さんとか、そういう人がよくやって来る

わけですよ。それで、よく話をするわけです

が、「お前らな頭使えよ」と、僕らよく言うん

です。「俺らは体使うとるので、お前ら頭使え

よ。頭を使えるうちに使えよ。それで、使うた

やつで、その情報を簡単に我々にくれ。そう

したら我々はしゃべれるやないか。もちろんこ

ういうことも、するかもしれんけども、これも

あったら強いんや。そやから役割分担や」と。

「お前らに暴力ふるえと言ったって無理やろ。

だから連帯や」と、「つながらなあかんの

や」ということでやってきたんです。

これから現地で今どういう状況かと言うと、

我々の所の話し合いというのは、そういう難し

い話ではなくて。「そんなら、お前ら活性化

はどうするんや」とかね。「そんなら、お前ら

高齢化はどうするんや」とか。「そんなら、

子供はちょっとしかおらへんのに、過疎が進ん
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どるのに、どうしてくれるんや」とかいう議論

しか出てこんのです、田舎では。それに対し

て我々はじゃあどう言うかと言うことですよね。

で、大学の先生らに「どうやって言うたらええ

のや」と言うてもなかなかピシッとする答えが

返ってこん。「そんな都会の言うことに惑わさ

れてはいかん」とかね、こう言うわけですわ。

そこで、我々、皆で集まって考えたんですわ。

その、県会議員の人らも私らに聞くわけです。

「じゃあ、あんたらどうするの、原発抜きに」

とかね。どうすんのとかいろんなことを聞いて

くるんですよね。そしたら原発反対のもう７０才

ぐらいの人は「そんなもん。お前ら給料をもら

っとるんだから、お前らが考えろよ」と。それ

でもちょっとまずいなあと、自分らで答え出さ

なあかんなあということで、それで、過疎化と

いうことを調べてみるんですよ。そしたら、芦

浜の現地の南島町という所は過疎化が進んど

るやないかと言われるわけですよね。過疎化

というのは元があるから過疎化なんですよね。

元があって低くなるから過疎化なんですよね。

元の人口は１万５千人おったのに、今は１万人

しかいないから過疎化が進んだというわけで

すよ。じゃあ、元は何なんやというと、昭和３

０年の４月１日を元にしてますと。まてよ、おか

しいやないかと、何で昭和３０年なんやと。要

するに４つの町村が合併して南島町になった

わけです。ということは、もっと前を見ようと

いうことで、前を見てみると人口が下がっとる

んですね。ズーッと考えて、いろんな人に聞

いてみたら、疎開なんですわ、第二次世界大

戦の後の。だから、人口６千人とか７千人とか

の時からズーッと１万５千人ぐらいまで上がっ

てる。と言うことは、元が悪いんや。人口は

正常化に向かっとんだ。しかも、今、人口は

止まりかけてきている。人口はこう来たけれど、

止まりかけて来とるんですね。

次に、高齢化、高齢者、年寄り殺したった

らええやないかというのは無理、それは無理。

でも、都会と田舎の違いはねえ。漁師なんて

いうのはね、８０才でも９０才ぐらいでもね、

毎朝漁に行く者がいます。８０代で漁はもう大

変やけども、そこら辺のワカメやそんなんを拾

うて住んでいる一も一杯おるわけです。畑仕

事しとる人たちもいる。自給自足できるわけで

す。これをどう使うか。要するに年寄りにどう

働いてもらうか。何で年寄りを６０や６５才で休

まさないかんのやという話をしたわけです。働

かさなあかんという話をしたわけです。そうす

るとね、たとえばね、僕らがそれに気づいた

のはね、ある年寄りのおかげなんですわ。そ

の人は９９才の網元の一番親方の引退した方

です。もう歩くの大変やいうので、若い２０代

の漁師にこう抱えられて歩いてくるんです。ピ

シッとして西部劇に出てくるような帽子をかぶ

ってね。ヨボヨボですよ。やってきて「オイッ、

ご苦労やな。原発、ご苦労やな」いうて、若

いもんに魚を出させて「これ食うといてくれ」

言うて帰っていくときに、うちにおる２０代の若

い女の子に「オッ」と言いながら、階段を降

りていくときに、ピュッピュッとお尻を触ってい

くんですわ。それで皆から「セクハラじじい、

セクハラじじい」と言われてたんですけども。

その人がね「俺は百才まで生きるから、その

つもりでおってくれ」と若い漁師に言うとった

んです。で、百才になって、数日後に孫みた

いな若い漁師を呼んで、紙と鉛筆を持ってこ

いと言うて、紙と鉛筆を持ってこさせて、「何

かわからんけども、あのじじい、紙と鉛筆を

持ってこいというとったんで持っていった」と。

翌朝ね、起きたら、死んどったんですわ。枕

の下にね「ありがとう」と書いてあった。それ

で思たんです。「やっぱ、働かさないかんの

や」ということで、よし、これでやろうと。だ

から、これで高齢化は解消。

次にねえ、少子化ということがあるわけです

わ、子供が少ないという。これはねえ、もう

皆に「生め」、これしかないですわ。とにか

く「生め」しか言えんぞ。で、「生もう」と。

「もう俺は無理やぞ」と言いながら、やるわ
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けですよ。「わしも、もうちょっと無理かもし

れん」と言いながらも。そうするとね、増えて

きたんです。ポコポコと、ちょっと増えた。た

またまかもしれんけども、ちょっと増えた。で

まあ、そこそこ解消。

あとはねえ、活性化ですよね。「活性化」

というと、辞書で引くと「分子が著しく動くこ

と」とか書いてあるけども、ようわからん。活

性化って何なのか。そこからが問題なんです

よね。都会でいう「活性化」というのとはちょ

っと違うぞ。「活性化」を考えようやというこ

とで、今それを、原発に使うた力を全部ね、

そっちへ持っていこうとしとるんですわ、僕ら

は。でね、楽しい。原発はあきた。楽しいん

ですわ。だから、もちろん、８１万の署名を集

めるときに皆と誓ったのは、「皆に助けてもら

ったのやから、助けてくれと言われたらすぐ行

こう」と。絶対、我々はそう決めてますんで。

「力になれる」と、まあ、そんなにすごい力

になれるかどうか判りませんけども、原発に関

しては我々も忘れずに。確かにね、だんだん

忘れてしまうんですよね。忘れずにね、しば

らくやっていこうと、それから町の活性化とい

うものを作っていこうというのに力を注いでい

こう、というのが南島町の現状です。

福井県美浜から

松下照幸さん

先ほど二人の方

のうらやましいお話

をお聞きしたんで

すが、美浜ではそ

んなふうな話はできませんので勘弁願いたい

と思うんですが。美浜２号の事故が起きまして

早１０年がたちました。あの事故というのは、

現地においても大変な衝撃でありまして、推

進側が「ECCSとかが働くなんていうのはあり

得ない」と言っておりましたし、「蒸気発生器

細管がスパッと壊れるなんてことは絶対な

い」と言っとったのが実際に起きたわけです

から、本当に推進側の人たちも関電に食って

かかるという状況でした。事故に関するいろん

な情報が入ってくるようになってきますと、何

というひどい事故だったんだということが判っ

てきました。とくに働くべき機器が何カ所も働

かないというのがありましたし、原子炉内での

沸騰を隠すために装置が動作しなかったとい

うことを隠して、そういうデータの隠蔽をして

きまして、そういうのを知るに及んで、どこか

でチェルノブイリとは違って日本の原発はまだ

いいんかなと、心のどこかにそんな信頼があ

ったんですが、完璧に吹っ切れて、日本でも

事故は起きるんだということがあの事故を通し

て皆思い知らされたというふうに思っています。

私自身、事故の連絡を電話で受けまして、す

ぐテレビを入れましたところ、午後１時過ぎだ

ったと思いますが事故が起きて、６時頃のニュ

ースで初めて知ったようなわけです。だけど、

事故というのは常に隠されるということがあり

ましたので、ECCSが働いて本当に事故が収

束に向かっているのかというのがとても信用で

きなくて、心臓がドンドンするという状況にな

りました。全国からもドンドン電話を頂きまし

て、話をしているんですが、心臓の鼓動がひ

どくてひどくて、話をしていても、むせてしま

うというような状況になりまして、家族としては

ちょっと逃げる準備まで始めたというのが、美

浜２号事故の状況です。事故が起きた後もで

すね、何度も新聞記者とか見知らぬ人がドン

ドン家の中に入ってきまして、いろんな情報を

僕らの所へもくれたんですが、まんまと騙され

るような情報もありまして、あの人、本当に新

聞記者だったのかというのが後になって疑わ

れるような人もおられました。運転員の操作を

やった後のプリントアウトされたやつが、某社

の新聞記者だという人から渡されまして、そ

れを京大の先生達に見てもらってチェックして

もらったんですが、どうもこれはウソだという
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のが判りまして、そういう意味ではああひどい

人たちもいるなというのが事故の直後に感じま

した。そういうのを通してですね、チェルノブ

イリの直後には僕らもこれが美浜町の未来だ

ということで僕らもすごいショックだったんです

が、それでも美浜２号事故が起きるまでは、

いやまだ関電の原発は大丈夫なんじゃないか

という思いもどこかにありまして、非常にのん

きな反原発をやっていたんですが、チェルノ

ブイリ事故以降、それから美浜２号事故以降、

真剣に勉強をし始めまして、そういうところに

若狭ネットのメンバーと出会うということになり

ました。僕は畑いじりとか、山へ行くのが大好

きで、土日はいつもそうやっていたんですが、

土日になるといつもそのメンバーの人たちが

誘いをかけてくるんでですね。ちょっと、逃げ

ようかなとも思っていたんですが、一生懸命

な姿を見まして、だんだん、だんだん仲間に

入っていくという状況になりまして、今は私の

畑も荒れ放題と言いますか、なかなか仕事が

できません。そういう中で、印象に残っている

のは、二つの県民署名をやり遂げたということ

ですね。「福井県にこれ以上の原発はいらな

い」という県民署名と「もんじゅを二度と動か

さないでください」という県民署名をやりまし

て、２０万人を優に超える署名を獲得できまし

た。それが一番、僕の中で印象に強いもので

す。土日に泊まり込みで、県庁のある福井市

の方へ行ったり、武生市の方へ行ったりする

んですが、月曜日になると頭がガンガンして

まして、火曜日になるとちょっと戻って水曜日

に平常心に戻る。初め何でこんなに頭がガン

ガンするのかなと、初めは気がつかなったで

すね。よく何回かやるうちにこれは署名をやっ

ているからやないかなということが判って、月

曜日は本当に胸が悪くなってね、頭がガンガ

ンするぐらい。そういうのがありました。

美浜事故以前は数名のメンバーと敦賀市で

やっていたんですが、美浜２号事故が起きま

して初めて、自分の村２００戸ぐらいの集落な

んですが、そこに初めて新聞のビラ入れをや

りました。それは本当に初めてでありまして、

私と上の娘、嫁と下の娘が二手に分かれまし

て、夜を待って、おそるおそる、入れに行っ

たんです。美浜２号事故当時の僕らの存在と

いうのは、そういうものだったですね。

ところが、今はもうぜんぜんそうではなくて

ですね、いろいろと話を聞いてきたりとか、原

発労働者が僕の所へ訪ねる場合もあります。

そういう信頼関係ができてきたと言いますか、

そういう時代に変わってきました。これはもう

僕は本当にうれしく思っています。その後、ま

た、もんじゅの事故が起きまして、あの事故

を見ておりましたらですね、これは本当に殺さ

れるという思いがありまして、議会は何をやっ

ているんだという思いがあってですね、以前

から、もう１０年以上前から誘われてはいたん

ですが、性分に合わないということで断ってお

りまして。その事故の後、議会へ挑戦すると

いうことになりました。これは私だけではでき

なくて、家族が決意したわけでありまして、本

当に大変な選挙でした。しゃべるとちょっと涙

が出そうになるので、もうやめときますけども、

大変でした。でもかなりの票を頂きまして、真

ん中ぐらいで当選することができました。そう

いう意味でも、美浜町の人たちの意識が本当

に変わってきたなというのがあります。

で、議会に入りましても、一般質問をやるん

ですが、１時間の持ち時間のうち４０分ぐらい、

議会で、原子力の問題であるとかを、町長、

課長あるいは今、職員が傍聴しているんです

が、そういう人たちに向かって原子力の講演

会みたいな形で４０分間ぶっ続けにしゃべるん

です。そういうのをやって、もうほとんど再答

弁ができない時間になってしまうんですが、

それでもヤジ一つ飛ばないという美浜町議会

の状況があります。もちろん、ヤジが飛んだら、

私の方から直接また後で質問に行きますが、

一辺もまだないです。そういう意味でも、皆、

結構判っている。ただ、今までの地方自治の
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やり方をやっているとどうしても財政が圧迫さ

れてきて、それに権力の側がずっとうまい話

ばっかりしてきたので、それに乗っかっている

というのがあるんですが、本音としては原子

力は駄目だというのが、議員であってもほと

んどの方が思っているんではないかと思って

います。

その後、僕も本当は先ほども言われました

が、原子力ばっかりやっているといやになって

きまして、地域を何とか元気にしたいというの

もありまして、来月の３月で会社を辞める手続

きをとりました。美浜町で山菜を育てたりとか、

森が好きなんで宿泊施設を作ったりする事業

を家族で始める決心をしまして、４月から準備

を始めます。また、よろしかったら、暮れぐら

いには建物が建つと思うんですが、私の好き

なことをしながら、原子力の問題もやるという

ことに今後の私をかけています。

あと、原子力産業が本当に衰退する時代に

入ってきているというのがはっきりわかる時代

に入って来ていまして、それを考えるだけでも

ワクワクしてきます。マイクロガスタービンと

か燃料電池なんかの技術が結構進歩してきま

して、先日もＮＨＫで２回放送されておりまし

たが、おそらく電力会社としてはですね、もう

尻に火がついたという状態になったんではな

いかと私は考えています。そういう中で電力

の自由化が部分的に始まっているんですが、

その中で定検短縮がすごい形で進んでいまし

て、そこで働く人たちの手抜きもありますし、

昼夜連続でやりますので非常につらいんです

ね。それで、原発労働者の方が僕の所へ来ら

れまして、「この状態を何とかしてほしい」と、

「一般質問で言ってくれ」ということまで言っ

てきまして、一般質問でやりました。で、そう

いう状況になってきておりまして、逆に言いま

すと事故が非常に起こりやすいという実態にな

っているんではないかと思います。我々のとこ

ろでは、絶対に手は抜けないというふうに私

は思っております。

それから、今、政府がすごい借金を抱えて

おりまして、その借金の８割が地方へ出てい

るという実態になっております。ですから、地

方へ交付税であるとか補助金の支出がグッと

圧迫されてくるというのが見えてきました。で

すから、それに何とか対応しようという自治体

と、いやいやまだ原発に頼ってそのおこぼれ

に預かろうという自治体とが、原発立地町なん

かでは出てくるんですが、美浜町なんかはま

さにそうで、敦賀もそうなんですが、美浜でも

「また原発を欲しい」という声がちらほら聞こ

えてきます。関電もそういうふうな動きをやっ

ているんですが、毎日新聞で「関西電力は変

わる」という連載記事が１０回以上あったと思

うんですが、その記事を読みますと、とても増

設できるような実態ではないんですね。関電

の社員向けに二つの冊子が配られまして、そ

れを新聞報道していたんですが、それを僕も

要求しておりまして、明日やっと関電の社員か

らもらう予定なんですが、良ければまたお届

けいたします。本当に関電内部の厳しい状態

を社員に向けてすごく説得している資料です。

明日、手に入るようになっておりますので、も

し良ろしかったら若狭ネットを通して申し込ん

でください。そういう意味で、地方自治の財政

事情が非常に圧迫してきまして、美浜町も数

年先には非常に危ないというのを行政の幹部

から聞きまして、「だから増設したいんだ」と

いう話をしたんですが、とんでもないという話

をやりました。おそらくまた、３月以降、具体

的な話が出てくると思うんですが、電力側は

そんなにやりたくないと思っていると思うんで

すが、実際は、本当にもう土俵際の闘いで我

々も勝負する時代に入ってきたなというのを非

常に強く思います。

大きな流れと言いますか、二つの県民署名

をやってみて思ったことは、もう増設をしたり、

もんじゅを動かしたりするということに対して福

井県の世論としては「もう絶対駄目だ」と、

世論としては圧勝しているという状況になって
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きています。まだ時間はかかるかもしれませ

んが、時代が本当に大きく変わりつつあると

いうのは、現地では、美浜町で本当に、以前

は孤独感を味わっていたものですが、今では、

そういう時代がよく見える状況になってきてお

りまして、今では本当にわくわくする毎日を過

ごしております。そういう意味で、今後とも、

皆さんとも都市部の皆さんとの運動を模索しな

がら、私自身は負けないように頑張り続けて

いきたいと思いますので、どうかよろしくお願

いします。

福井県敦賀から

増田 悟さん

敦賀から来まし

た増田です。この

10年を振り返るテ

ーマだと思うんですが、私が敦賀に戻ったと

き25～６才で、もうほとんど20年ほど前の話な

んですが、敦賀２号炉の増設の話が出ていて、

そこでデモがあったり、反対運動も少しはあっ

たり。当時は総評でも社会党でもまだ元気な

時代でしたから、そういう連中が動いてて、目

立つ反対運動もあったみたいな格好ですが。

そこから20年経ってみると、そういうレベルで

の運動はすたれてきたし、私たちも県民会議

とか敦賀市民の会であるとかいう、割と組合を

主体にしてた反対運動と一緒にやってきたとい

う経緯があるんですが、ずいぶんそういう運

動が難しくなって、逆に、若狭ネットができて、

現地の人間も若狭ネットで結集して何かをやる、

現地で何かをやるというのが主な活動になっ

ているという、ある意味では、情けない話か

も知れませんが。私の中では、もともと組合

の人間じゃないんで、組合の人間と一緒に運

動をやっていくということ自体ができなかった

という反省はあります。

敦賀３・４号炉の話になりますが、毎日新聞

で最初の記事が出たのが1992年で、だいたい

10年前。最初私たちは1993年頃新聞折り込み

で敦賀市民に対してアンケートを取って、その

アンケートの結果を見て、「あ、これなら何か

できるな」というようなことがあって住民直接

請求署名みたいなことを始めようとしたんです。

それは議会で蹴られたというか、否決されて、

そのあと県民署名につながって行ったわけで

すが、今県民署名が20万、大体両方とも取っ

てますし、当時の高木敦賀市長は「20万を超

えた署名というのは、中学生も署名している。

高校生も署名してるんじゃないか」と言ってま

した。今考えると、彼たちはすでに成人してい

る（場内から笑い声）。すると、20万という数

はわけの分からない中学生とか高校生じゃな

くって、彼らが今でもそうやって思っていてく

れるんなら、その数はすごく堅いものとしてあ

るというふうに私なんかは思います。でも、知

事とか今の市長というのはこの20万の数字を

忘れよう忘れようというふうな格好で、ここ２、

３年しばらく鳴りをひそめて、いろんな事故が

あって、増設の話も、もんじゅも、表に出せ

なくてというところがありますが、ここへ来て敦

賀３・４号の増設、あるいはもんじゅの運転再

開というのが煮詰まってきています。取れるも

のを今のうちに取ってしまおうという、たぶん、

栗田知事の思いがあるんだと思います。新幹

線あるいは福井空港、そういうものと引き替え

にして増設を認めていこうみたいな格好になっ

てきていると思います。そういうのは誰が見て

も取り引きだというのがはっきりわかるんで、

それはあんまりしない方がいいんじゃないか

なという気はするんですが、ほかに地域を活

性化させるアイデアをたぶん彼らはもう、持っ

てないんだろうと思いますね。ただ、新幹線

にしろ空港にしろ、そうそう簡単に国がＯＫ出

せるもんでもないし。出せたとしても空港なん

か反対運動が強くってできそうもないんですけ
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どね。栗田知事あと何年あるのか。２年かそ

こらかな。それまでに道筋を付けて、空港は

栗田氏が知事になる前からの問題でしたから、

そういうところへきちんとした道筋を付けて終

わりたいという、どうしてそれが花道になるの

かわからないんですけど。

今、３・４号炉は環境影響調査の準備書と

いうのが閲覧されてまして、この間の16日ま

でで終わったんですかね。こんどはそれの評

価書というのを出していよいよ安全審査という

ところへ行こうとしていますが、そのゴーサイ

ンを知事とか敦賀市長がどの辺で出すかとい

うのが、今度の議会が相当危ないんです。私

は年に何回もないんですが、１年にいっぺんあ

るかないかくらいですけど、知事に会って話

ができるという状態が何年か前にありました。

会うたびに原発を最初に選んで30年たった福

井県が最初にやめていくべきなんじゃないか

という話を機会があるたびにするんですが、

どうも福井県は最初に始めて最後までそれに

しがみついていくんじゃないかという気がして

まして、さきほどの芦浜の方とか日高の方み

たいに、これから先まだ何十年か明るい未来

という所にたどり着くのに、大変な気がしてる

んです。30年たっていますから「時効だよ」

って言ってもらえるまでにひょっとして30年か

かったらどうしようかと、それこそ世代を越え

てしまうような話になるんで。

原発現地はどこでもそうでしょうし、どこが

最初にやめていけるかみたいなことは、たぶ

んどこでもなるべく引っ張って、現地の行政と

か事業者とかはなるたけ引っ張りたいんだろう

とは思ってますけど、やっぱり本当は先鞭付

けたところが最初にやめるというインパクトは

欲しいなあと思います。その前にたたけるだ

けたたく。みなさんの力をお借りしてたたける

だけのことはしたいというふうな気はしていま

す。

福井県三方から

石地 優さん

こんにちは。三

方から来ました石

地と申します。

私はこの10年、

おかげさまであち

こち行って福井県のあちこちで住民の皆さんの

話を聞かせてもらえる機会も多くありましたの

で、そのことについてお話をさせてもらいます。

私はこの若狭ネットに接する機会があった

のは、若狭ネットができたすぐの頃に、先ほ

ども報告がありましたが、若狭ネットの大阪と

か関西の方から美浜の現地にビラをもって来

られて、そして各戸を戸別訪問されて、それ

でそれ終わったあとにどっかの場所に集まって、

それの報告集会と言うんですかこれこれこん

な話があってこんな状況やったというのに参加

させてもらったのがきっかけです。その時ちょ

うど僕は、美浜事故があったので、今度の夏

のマスコミや新聞では今度の夏の、その年の

海水浴ですね、もうガタ減りするんじゃないか

なという話もよくあったんですが。それで、ほ

んなら、水晶ヶ浜というんですが、そこの海水

浴場に来られる人はどんな感覚を持って来ら

れるんかなと、そういう興味もありましたんで、

そしてまた聞いてみたいこともあったんで。そ

の夏に水晶ヶ浜に来られた海水浴の方にアン

ケートを、勝手なアンケートの内容をこっちで

決めたんですけど、アンケートをさして頂いて。

それでほぼ100人の方に聞いて、ま、それも

勝手にこっちで聞けるもんですから、年とか男

の人とか女の人とかこっちが勝手に選択でき

るもんですから、年代も若い方から年寄りの方

とかいろいろしたつもりなんですが、結果も出

たんですけれど、そのことについて結果出て



- 15 -

るのにどこにも発表するわけでもなし、どこで

も使うわけでもない、そういうアンケートって

一体なんやろかとよく言われたこともあるんで

すけど。別に発表したいわけとかいうつもりで、

思ったわけじゃないんで、自分としてどう感じ

られるかなっちゅうことがあって、さしてもろう

たんです。

今日の福井新聞で、原発の世論調査の結

果が出てまして、廃棄物の処理場、処分場を

自分の住んでるとこに作ったらええかどうかと

いう質問がありまして、その項目の中で答えら

れた方の90％が、原発に賛成している方も含

めて、90％を超える方が自分のとこには作って

ほしくないというアンケートだったらしいです。

それで僕も美浜の事故があったときに、来

られた方にまず最初に聞いたのは、もし原発

が必要で自分の地域に原発を作ることになっ

たら賛成されますかという質問したんです。そ

したら、その時でも８割の方が自分のとこには

つくってほしくないという回答になってます。

だからその回答も今日の処分場の回答もやっ

ぱりいやなもんはいややということは共通して

るかなというふうに思いましたけれど。

それはそれとして。100人のうち１割が地元

の福井県の方で、残り９割が、特に水晶ヶ浜

に来られるお客さんは中京方面の方が多くて、

岐阜とか三重とか、名古屋とかそっちの方の

お客さんが中心で、高浜とかあっちの方は逆

に、大阪とか神戸とかそっちの方が多いんや

と思いますけど、美浜の水晶ヶ浜はそっちの

方が多くて、それで一番最初に心配してたの

は、こんな質問しても答えてくれるんかなちゅ

うのが、一番最初心配してたんですが、その

心配はみごと良い方に解消成りまして、皆さん

ほとんどの方が積極的に、こっちが勝手に思

ってるだけで本人はそう思ってないんかもしれ

ませんが、まあ、こっちが思うに、積極的に

答えてくれました。

で、その中身でですね、積極的にというの

はただ単にアンケートに答えてくれただけじゃ

なくて、それ以外の話もいろいろしてくれてま

して。若い男の人女の人、家族連れ、それか

らカップルで来られている方、それから個人

で来られている方あるんですけれども、さっき

も言いましたように年代別にせなあかんかった

んで、カップルの方の男の人、女の人にも無

理矢理、間に入って行って、アンケートも取ら

してもらいましたんで。それでも、いやがられ

るかなと思ったけど、女の人の所に聞きに行

っても、男の人の所に聞きに行ってもいやが

られることはほとんんどなかったです。ほとん

どちゅうか全然なかったです。

だから、そういう意味からして、原発の問題

ちゅうのは町の人にも何というか関係ないわと

いう形だけではないんかなという気はしました。

それともう一つそこで印象に残ったのは、3

0過ぎくらいの男の方やったと思いますけど、

その方は電力会社関係のとこに勤めておられ

る方でして、ずーっと質問してたら、まあ最初

は質問に答えてくれてたんですけどあるときに

なってきたら、「ちょっと待った」って言われ

まして、何かなと思ったら「あんたの質問は

誘導質問してるみたいや。あかんよ、あかん

よ。答えさせるような誘導質問されるアンケー

トの方式は。こんなん、あかん」ちゅうて言わ

れまして。まあ、僕反対してるさかいそういう

気持ち入ってるかもわからんけど言うて。自分

は電力会社に勤めとるんでいう話もその時言

われて。それでもその話そこで収まって、次

の質問に行ったんですが一番終わりにお上を

信用しますかいう質問入れたんです。その質

問したら、もう完全に怒られまして。「もう、

知らん。もう、せん」と言われまして。ほんで

最後に言われたのが「あんたみたいな人がお

るさかいに、電力会社にとっては原発進めると

きに困るんや」と言われまして。「ああ、ほ

んならええことしたんやな」思うて（会場から

笑い声）、これが一番印象に残ったアンケー

トだったんですが。

ちょっと前置きが長くなりましたが、さっき
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からずっと話ありまして、もちろん地元の僕は

三方ですから、三方の方、隣、さっきの松下

さんとこの美浜町やら、増田さんとこの敦賀や

ら大飯、高浜、それから嶺北の方まで含めて

ですね、若狭ネットの方がそうやって戸別に

入るとええなあって話をこっちにも教えてもら

いましたんで、その機会を通じて自分なりに

話して、県内のどこの場所の人でも、町の人

とはまた違う面があるかもわかりませんが、

原発の話については、胸に残っているもんが

必ずどっかにあるというのが、大小あるかもわ

かりませんが、それは行くとこ行くとこで感じ

ました。あの、三方と美浜で比べると、三方

は原発が立地してないんです。場所は隣で、

あのう15ｋｍ圏内には入っているんですけど美

浜の原発から。立地してなくて。美浜町は立

地してるんです。署名、どんな署名でもそう

ですけど、行くとですね、もちろん美浜町の方

がずっと署名もらえる数が少ないです。三方

町の方がずっと多いです。

住んでいる人の反応もですね、やっぱり美

浜町のとこ行ってするといろんな形で、嫌味言

われることも、三方に比べるとずっと多かった

です。それでも三方と美浜の違いというと、美

浜町の方は全員ちゅうわけないんですが嫌味

言われる方おられますけど、中身、話される

ときの中身の話が、僕自身が聞いてると重た

いというか、その人自身が抱えている問題を

感じる話が、たくさんじゃないですが、感じら

れる部分が三方町と比べると美浜の方が多か

ったです。これは敦賀市と比べても、僕自身

感じる分からいくと美浜町の方が重たい話をし

てくれる人が多かったように思います。まあ敦

賀の場合には人口も多いからそこらへんのとこ

ろ広がりがあるからかもわかりませんが。そう

いう意味でさきほどお２人の方からも話があり

ましたけれど、福井県の方はそういうとこ踏ま

えて、増設はしていらないというのはもちろん

のこと、原発に対してもいい思いを持っていな

いというのはそれでよく感じられました。

ところが今の行政サイドですね、知事とか

市長とか各県会議員、市会議員、町会議員と

のですね県民とのギャップがものすごく大きく

て、これが、さっき増田さんのはこれから30

年というて話されてましたけど、そこの所をな

かなか埋められないとこになってるんかと思い

ます。

それで今回の増設とかもんじゅ再開の話に

ついても知事とかはかなり進めていながら、

はっきりした態度という形になっていないよう

な返答してますけど、現実的には福井県の経

済界とか地元の方では商工会議所とか、そう

いうとこは完全に、もう今景気が悪いし金が入

ってくるものを見つけなあかんっちゅうことで、

そのために推進を表明してます。

だから、そこんとこの差がどうやって埋めら

れるんかというとこがこれから、大事なという

か、ポイントになってくると思うんですけど。

原発のことよく思っていない、またこんなも

んない方がええと思われる方はたくさんおられ

るんですけど。それじゃ、その方たちが表に

立って声を大にして知事とか市長、議員に対し

てそういうことをちゃんときちっとした形で言っ

てくれるかというと、悲しいかな、今そのこと

で仕事を抱えているしがらみもありまして、な

かなかそうできないという現実があって。今

日福井県からたくさん来られているんですけれ

ど、ここだけ見ると「あっ、福井県は地元に帰

ると市民の反対する人、もっとたくさんあって、

大丈夫やな」と思われるかも知れませんが、

ここに来られている方は総動員がかかっている

んです（会場大きな笑い声）。勘違いして頂

きませんように。

若狭ネットの方でさっき戸別の訪問されたり、

署名に対してものすごい積極的な取組をして

いただいたり、そこら辺は今度の３・４号炉増

設にしても、もんじゅにしても、まだここまで

止まってきてると、この大きな力になってると

いう風に、僕らも思います。

もう10年もたってますんで、顔ぶれもたぶん
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10年全部年取ったんやと思います。これから

年取って先、足腰立たなくなるという話があり

ましたが、なお大変なこと、体力的にも大変

な面があるかもわかりませんが、せめて口だ

けでも（会場大きな笑い声）。

今年の時期は、ものすごく厳しい時期かと

思いますので、景気の悪いことも合わせて、

今までにも増して一緒にやっていただけるよう

にまたお願いしたいと思います。

それだけじゃなくて、知恵の方も、知識の

方もいっぱい注入してもらって、ただ知識はい

っぱい入れてもらってもそのまま残ればいい

んですけど、出ていく分が多いもんですから

なかなかうまいこといかん部分もありますけれ

ども、やっぱりビラとかそういうので、さっき

言いました戸別対話とか通じて、そういうのが

県民に伝わっていくというのが、この間の感じ

て、即目に見えてこんかもわかりませんが、

一番効き目があるんかなというふうにこの10年

間で感じましたんで、またそこら辺のとこよろ

しくお願いします。ありがとうございました。

福井県小浜から

池野正治さん

小浜の池野とい

います。大飯、高

浜のことをしゃべれ

ということだったんですが、小浜にいても実は

大飯、高浜に遠いもんで。私もさきほど松下

さんが言われたように、1991年の美浜事故か

ら原発にかかわるようになって、まだ日も浅い

もので前のことはわからないんですが。この1

0年だけ振り返ってみても高浜２号機の裁判で、

蒸気発生器の細管が非常に施栓率が上がって

非常に危険な段階に至ったということで、あれ

でＰＷＲの危険性がみんな広く知れ渡るように

なったんじゃないかなあというのが一つの、

あれは事故には至りませんでしたが。高浜２

号機の裁判。

それとあと、美浜事故が起こったちょうど４

年後に1995年の２月に大飯２号機で細管が、

破断はしてなかったんですが大きな放射能漏

れ事故を起こしまして、小浜におって知らなか

ったら久保きよ子さんから電話いただいて、

「あんた知っとんか？」。全然知らなくて、都

会にいる人の方が先にキャッチされる。あれ

も美浜事故と同じようにＥＣＴ、渦電流探傷装

置というやつですが、ＥＣＴで検査しながら見

つからなかった。それでいて、放射能漏れを

起こして、ヒビ割れを起こして貫通したんです。

美浜１号機と同じ事が大飯２号機でも起こった

わけで、もう少しで破断するところだったんで

す。

そういう事故があって、関電もやっぱり冷や

汗をかいたと思うんですけど、それで蒸気発

生器を、古いのを全部交換し終わって、あと

圧力容器の上蓋ですね。これの交換、これも

全部終わりました。それで一応関西電力とし

ても、おそらく内心ホッとしたんじゃないかな

と思うんですけど。

それであと、一番大きなのが去年、おとと

しのプルサーマル計画ですけれども。高浜４

号機にプルサーマルが始まるということでイギ

リスのＢＮＦＬという所で最初のＭＯＸ燃料８体

を製造したわけですが、それを持って来たん

ですけれども、持ってくる輸送の途中でデー

タが改ざんされているんではないかという、こ

れは高浜４号機が一番最初の予定で、それ運

んできたんですけれども、その後すぐ高浜３

号機の燃料も作ってあったわけです。そのデ

ータが改ざんされているというのが発覚して、

「今日本へ向かっている４号機用のＭＯＸ燃

料もおかしいんではないか」ということが発覚

したんですけれども、もうすでに日本に向かっ

ているものでいやいやそんな事はないというこ

とで、通産省と関西電力が一緒になって最後
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までウソを押し通したわけなんです。おととし

の12月にデータがねつ造されているというを

認めてご存じのように装荷が中止になったとい

うことです。それ以降、未だに高浜４号機のプ

ールの中に８体残したままで、一応これはイギ

リスへ持って返るということになっていますけ

れども、どうなるかわかりません。

そういうことで、日本で最初に商業利用は関

西電力がやるということだったんですが、これ

でけつまずいて、東京電力がご存じのようにト

ップバッターになるところだったんですけれど

も、福島のこの前も佐藤知事が「ここらで日

本の原子力政策をもう少し腰据えてゆっくり考

えてみたい」ということになって、ちょっとまた

福島も延びそうですし、柏崎・刈羽の方も知

事が、市長さんでしたかね、ベルギーの工場

に視察に行くとかいうことで、またこれも延び

そうで日本のプルサーマル計画は最初からけ

つまずいたいうことで。そういう意味では、高

浜のこのＭＯＸのデータ改ざんというのは大き

かったんじゃないかと思います。

高浜の場合はそれ以降、それを受けて町民

の方が投票条例、プルサーマルを実際やるか

どうかということで投票条例を制定してほしい

という直接の署名を始めたわけです。まあこ

れは有権者の、あれは４分の１くらいでしたか

ね。議会にかけられたんですけれど。これは

否決されたということで、その後町長選挙があ

ったんですが、そのときに保守系の方なんで

すけれど、議員さんの方で、その時にプルサ

ーマルは町民は、さきほども石地さんの話に

あったように、お上が決めたものがそのままト

ップダウンで降りてくるというそういう地方の政

治に対して、やっぱりこういう問題は町民が自

らの意志でやっぱり決めるべきだということで、

保守系の議員さんが議員を辞められて町長選

挙に立候補されたんです。その方とも話して

みたんですけれど、比較的若い方ということで

頑張られたんですけれども、現職の町長が再

選されました。結果は再選ですが、これは実

はもう一人有力な町長選挙に立候補された方

が実はとんでもない方で、それで町民の方は

とんでもない方が当選したらよけいに高浜町

がひどくなるということで、それだったら現職

の方がましだろうという町民の判断が働いて

再選されたという風に、地元の方はそういう風

に分析されています。

それで、町議員を辞められて立候補された

方は非常に少ない投票で終わったわけなんで

すけれども、そういう意味では高浜町の良識

というのでしょうか、町民の方のそれは生きて

いるという風に私なんかは見ています。ただ、

高浜町にしても、大飯町にしても、関電の城

下町ですし、そういったボスが支配している構

造がありますんで、なかなか町民の方が思っ

ていることを表に出せないという、そういう現

状があります。特に、大飯町の場合はそうで

すし、そういう中で隣の小浜町というところは

比較的声に出しやすいというところもあって、

私なんかは細々とやっているんですけれども。

そういうことで、高浜町はプルサーマルでの

投票条例がつぶれて、それ以降反動というの

があったのかも知れませんが、やってるとき

も締め付けが非常にきつかった所ですし、そ

いうことでその後は動きがありません。

それであと、小浜のことなんですが、ご存

じのことかと思うんですが、今小浜の商工会

議所が動いて小浜に使用済燃料の中間貯蔵施

設を誘致しようと、割に必死になって動いてい

ます。これはご存じかと思いますが、小浜市

というのは今まで大飯町とか高浜町に入る前

に原発誘致ということで、ずっとあった所で、

私なんかは新参なもんで当時のことは聞くだ

けでしか知らないんですが、小浜の方たちが

必死の思いで原発誘致というのを阻止してき

たところなんです。しかし、結果というとあれ

なんですけど、目の前に大飯原発というのが

あるんですけど、ここに４基巨大な原発470万

ｋｗになるんですけど、これができたわけなん

です。小浜でその誘致をしていた人たちはず
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っとそれであきらめたわけじゃないもので、原

発の目がつぶれた後は火力発電所の誘致も

動いていましたし、それはつぶれて、今度は

中間貯蔵施設を誘致しようということで、３月

末が一応手をあげる期限になっていますので、

今それに向けて必死に工作しています。この

商工会議所の裏にいるのが市長です。これは

去年無投票で選ばれた人で、もと県議の方で

県議時代から着々と小浜に原発誘致のために

動いていた男なんです。今市長になって、市

長が動くわけにいかんもんで、商工会議所が

動いているですけども。もうこれも、小浜に中

間貯蔵施設が実際に誘致されるかどうかは、

その可能性はいろいろありますし、とにかく手

をあげようとしているのが現状で。先日も15日

に京大原子炉の中込という男を引っ張ってきて、

中間貯蔵施設の勉強会ということを言ってます

けど、これは誘致のための打ち合わせみたい

なもんで、この中込というのはもと科技庁の役

人です。それで安全委員会の原子力安全基準

専門部会の中に中間貯蔵施設の安全審査指針

の検討分科会というのが去年の12月にできた

んですけど、それの有力なメンバーです。そ

ういう男を連れてきて、商工会議所は中間貯

蔵施設の勉強をやったんです。ここでも中込と

いうのが、「早く手をあげろ、誘致したいん

だったら」と言っているんです。そういうこと

を言っている男なんです。そういう状態で、ち

ょっと緊迫した状態にあります。

あと、もう一点は、原子力防災の問題なん

ですけど、これは今度３月22日に高浜原発３号

機で原子力防災を大々的にやります。去年は

敦賀であったんですけれども、今度は高浜で

やって、京都府、舞鶴市、綾部市も参加して

の訓練になるんですけれども、やっぱり原発

を抱えている現地としては原発があるというこ

とは原子力防災と同時に取り組まなきゃいけ

ない問題だと思いますので、おととし原子力

防災の特別措置法もできて、今福井県の原子

力防災計画が策定中で今月中に出来上がりま

す。それと同時進行で市町村の原子力防災計

画が策定中なんですけれど、恥ずかしいこと

に小浜市、ほかの市町村のことはわかりませ

んので、小浜市は原子力防災計画をつくる能

力もスタッフもおりません。それをどうするか

というと、民間のコンサルタント会社に丸投げ

してます。そして民間企業がつくってそれを持

ってきて、それを手直しして、市の原子力防

災計画をつくったという。そういうスケジュー

ルになってます。そういう状態で、原発を目

の前にして現地の人は暮らしているわけです。

そういう中で、難しい問題があるんで、共

存、ある意味では共存しているわけで、その

中で何ができるかということですけど、なかな

か芦浜、南島町の方とか、和歌山の方がおっ

しゃられたように、笑い顔で「昔は昔だったな

あ」と、そういう日が来るんかどうかと、そう

いう見通しも立たない状況が現地にはあるん

で、これが非常に頭の痛い問題なんです。

それでちょっと福井県全体として、今度の県

議会、２月の終わりからあるんですけれど今回

問題になるのがもんじゅの問題なので、今も

んじゅについては福井県民会議が取り組んで

いますが、これに対する働きかけも若狭ネット

の方でもお願いしたいと思うんですけど。

それとあと、敦賀３・４号機のことですけど、

増田さんから報告がありましたように、これも

今年大変なことを迎える、ピークになると思う

んですけど、私もずっと去年、一昨年と、敦

賀１号機の、ご存じのシュラウドという中の円

筒形のステンレスの交換で、被曝の問題で何

回も日本原電へ行って交渉もしたんですが、

その中で敦賀３・４号機のことをいろいろ話し

てたんですが、現実に日本原電は迷ってます

ね。つくるかどうか。これは作りたいのは山々

なんでしょうが、作れるかどうかですね。これ

は建設費がご存じのように8300億円という金

額ですけど。この金額で作っても、誰も買って

くれないというところで。これをいかに削減で

きるかというのが建設できるかどうかのポイン
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トになるんじゃないかと思ってます。現在、日

本原電が、あそこは送電網も小売り部門もな

いので電力３社に買ってもらってるんですが、

今８円80銭で卸しています、卸価格が。これ

を５円台にしないと買ってもらえない。だから

そうするためにはどういうふうな方策ができる

かということを今日本原電は必死になって考え

てます。これが５円台に行かなければ日本原

電は厳しいということを彼らは言ってますし、

既に日本原電の社員の給料のカットが始まっ

ています。そういう面からはかなり厳しいので

はないかなと思います。

取り留めもない話ですけれどどうもありがと

うございました。

福井県今立から

山崎隆敏さん

どうも、ご苦労

様。今まで話をし

た４人は原発立地

してるところと、あ

るいは原発の隣の

市町村。僕は北陸トンネルから北の、原発と

は関係ない（会場から笑い声）、あんまり力

を持っていない、立地していない自治体の人

間です。

今日、本当はもう一人武生市から女性の岡

村葉子さんがみえる予定だったんですけど、

都合がつきませんでした。岡村さんは、神戸

大学の橋本先生や京都大学の山田先生らを講

師に迎えて小学校のＰＴＡ総会で、原発だけ

ではなかったんですが地震の問題を中心にし

て最後に原発の話でしめるという後援会を半

年以上かけて準備されました。その話をして

もらいたいなあと思ったんです。そのことを僕

のニュースで書いて送ったら、大阪の方から

手紙もらって、「ＰＴＡ総会でこんな原発の講

演ができるなんて本当にすばらしい。自分も

努力してみたけどなかなかそれはできない」

という文でした。実はそれ、マスコミにも伝え

て取材するように言ってたんですけど、やっぱ

りああいうものは記事になりにくかったのかと

思ってます。そういうことで、岡村さんは、原

発の問題も日常の生活の中で頭の中の一つに

置いて、できるところでみんなに話を聞いても

らっていくという活動をやってますから、これ

からも、この形でやっていきたいからよろしく

お伝え下さいというふうに言ってました。

えーっと、私はさっきからね、この10年の

間を振り返ると、みんな大変だったなあと思う

んですが、２回大きな署名活動をやって、最

初は美浜事故の直後に美浜現地に入って、敦

賀まで足伸ばしてという感じで始まったんです

が、これを全県的な運動にしていこうというこ

とになって、最後は僕の家が泊まり場になっ

てしまって（会場から笑い声）、久保さんな

んかは布団をたくさん持ってくるし、炊飯器ま

で持ち込んで（爆笑）。

最近の嶺北の方の状況をお伝えしときたい

と思います。やっぱり、増設の問題が持ち上

がるとか、もんじゅの事故の直後はかなり嶺

北の方でも住民あるいは議会の中でも、「も

う、こりゃ、なんとかせなあかん」という機運

が盛り上がったんですけど、やっぱり最近は、

こう弛緩してきているというか、もうみんなの

気持ちがゆるくなってきているなということが

あります。ちょっと前ですけど、越前町、越前

町も河野村も日本原電の対岸の町ですから、

増設とかもんじゅに対して厳しい意見書とか反

対決議をやっていますけど、その越前町の議

長さんと会ったことがあって、「これからもよ

ろしくお願いしますね」って声かけたんですが、

「あっ、君が山崎か」そういう風に言われて、

「いつまでももんじゅに反対しててどうするん

や。政治家は引き際も肝心やぞ」って言われ

て、もう愕然としたんですけどそういう気持ち
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の人達しか政治家にならないんじゃないあか

なあと思うんですけど、そういう状況がありま

す。ただ、河野村の村長さんの所は、何回か

泊まりに行っていろいろ話したんですけど、ま、

村長は去年の春に辞めてますけど、次の後継

者も強い増設反対の姿勢示しています。住民

もそうです。

ただ、さっきから何回も出てきますけど、こ

れやっぱり松下さんなんか言ってるように、原

発の増設というのは公共事業ですから、それ

に立地自治体だけじゃなくて、例えば、うちの

町の県会議員なんかは土建屋さんで敦賀なん

かでも車を頻繁に見かけるんですが、彼なん

かもそういう公共事業の一環として増設という

ことを今考えているみたいで、そういう動きを

うちの町の中でもやっぱりやってます。うちの

町会議員は18人いるんですが、多数派がむこ

うに持って行かれてしまいました。ある程度対

立してたんです。前の町長とね、県会議員が

対立してたんです。前の町長が破れてしまっ

て、今の県会議員が力を持ち始めた。そんな

ことがあります。それで、彼らの欲望っていう

か、それが手に取るようにわかるというような

気がしてます。

一方、住民側はそんな簡単に説を曲げるっ

てことはないと思うんで。去年の秋に、35自

治体のうち、うちの町が最後になったらしいん

ですけど、日本原電の説明会。新聞折り込み

されたらしいんですけど、僕は気付かなくって

行かなかったんです。そのことをいつも来る

刑事が「山崎さんなんで来なかった。あのと

き婦人団体がいっぱい来て最後までしつこく批

判してましたけど。もの凄く痛烈な批判してま

した。あれ、山崎さんの薫陶を受けた人達だ

と思うけど。日本原電側はとにかく『山崎が

来る』というので、手ぐすね引いて待ってたら

しいんですが（会場から大きな笑い声）、主

婦の人達も『なんか、敵前逃亡したんでない

か』と疑ってるんで、あんた釈明しとかなあか

んで」って言われて「ああっ、こりゃ票を減ら

したかな」（会場爆笑）と思ったんです。

こんな状態で住民側はやっぱり相変わらず

どんどん、そういう、何と言うか、反対の気持

ちは変わらずにね、ただ、運動として参加し

ていこうという、そういう所まで行かないのが

なかなか難しいところだなと思うんです。

それと、空港と新幹線との取り引きというこ

とでいろいろと取り沙汰されているんですが、

これに対しても県民は相当怒ってます。空港

の問題なんかはやっぱり、坂井郡に空港があ

るんですが、北の方にね、あの辺の周辺だけ

の運動だったんですが、最近は武生の知人の

所なんか行くと、今まで全然運動と関係ない

人達が空港反対の署名を始めています。そう

いうものと取り引きするというのでかなり県民

は憤慨しているということがあります。

増設とかもんじゅの運転再開に関しては、

やっぱり客観情勢がどうであろうとあるいは道

理がどうであろうと、彼らはゴリ押しでしゃに

むに進めていくと思うんです。それに対して、

これからも、本当に、叩けるときに叩くだけの

運動じゃ駄目なんで、どうしても我々がどんな

形で止まろうと、阻止ができた場合でも、やっ

ぱり住民の力で止まったんだということをみん

なに自覚してもらうような、そういう運動をこ

れからも僕らは造っていきたいなというふうに

思います。

ま、そういうことでなかなか厳しいんです。

手だてが全然ないというような所もありますけ

ど。これ、まだ県内の人にも話してないんで

すけど、もし、福井県内で、福島県で１年半

か２年くらい前から準備進めて、まだ実現はし

てませんけど、県民投票条例を、もしできると

したらやってみたいなと、単なる案ですけど。

だいたい35自治体でこれくらい集めればいけ

るという数字を書いて来ました。そういう議論

を県内でもやっていきたいとと思います。

ということで、簡単ですが終わります。どう

も、ありがとうございました。


